
私は2025年5月より、米国カリフォルニア州サンディエゴにあ
るソーク研究所に留学しております。 サンディエゴは、一年を通
して温暖で過ごしやすく、世界で最も過ごしやすい気候の一つ
ではないかと感じています。 青い空と穏やかな空気に恵まれた
この地で、研究と生活の両方に充実した日々を送っています。

私が所属しているRusty Gageラボは非常に大きな研究室で、
さまざまなバックグラウンドを持つ研究者が集まっています。 
皮膚細胞からダイレクトコンバージョンした神経細胞を用いた
老化研究や、オルガノイド作製をはじめ、各自がまったく異な
るテーマに取り組んでおり、日々大きな刺激を受けています。 
PIであるRusty Gage先生は世界的に著名な研究者ですが、実
際にお会いするととても気さくで優しい方であり、英語に不安
のある私のような留学生も温かく受け入れてくださいました。

一方で、異国の地で自分自身の考えたテーマをもとに新しいプ
ロジェクトを立ち上げることは、決して容易ではありませんでし
た。 私にとって幹細胞培養は初めての経験であり、さらに研究
に必要であったCRISPR/Cas9によるゲノム編集については、ラ
ボ内でも日常的に行っている人がいない状況でした。 そのた
め、手探りで実験条件を検討する一方で、必要な細胞を得るた
めに自らコラボレーターを探し、連絡を取り、たどたどしい英語
でミーティングを重ねながら、一つずつ前に進めてきました。

振り返ると、そのような試行錯誤のすべてが、自分にとってか
けがえのない経験になっていると感じます。 1年近く苦しみま
したが、ラボメンバーの助けとコラボレーターにも恵まれたお
かげでようやくプロジェクトが動き始め、非常に充実した研究
生活を送っています。

生活面でも、サンディエゴは家族で暮らすには非常に恵まれた
場所です。 気候が素晴らしいだけでなく、子どもが楽しめる施
設も多く、娘二人も学校生活に慣れ、毎日を楽しんでいます。 
また、日本から留学している先生方との交流も非常に貴重であ
り、研究面でも生活面でもお互いに支え合える存在となってい
ます。 海外での生活には不安もありますが、そのようなつなが
りに何度も助けられてきました。

この留学を通じて、研究そのものだけでなく、新しい環境に飛
び込み、自ら道を切り開いていくことの大切さを日々学んでお
ります。 このような貴重な機会を与えてくださった上原記念生
命科学財団に、心より感謝申し上げます。

私は2024年11月より、米国シアトルにあるフレッド・ハッチン
ソンがん研究センターのDr. Chapuis研究室にて留学しており
ます。 日本では消化器外科医として日常診療に携わりながら
大学院博士課程を修了後、渡米して約１年が経過しました。 
自身の研究テーマである腫瘍免疫に関する知見をさらに深め
るべく、当該分野で世界をリードする研究機関への留学を志
し、幸いにも本研究室にて研究を開始する機会を得ることがで
きました。

留学先探しは、主にメールやビデオ通話によるやりとりのみで
進めており、「本当に留学が実現するのだろうか」と不安で地に
足がつかない日々を過ごしていました。 しかし、無事に留学先
が決定し、同門の先生方に盛大に送り出していただいた際に
は、感慨もひとしおでした。

シアトルは、アメリカ北西部ワシントン州の最大の街ですが、暖
流の影響もあって冬でも氷点下になる日は少なく、夏は湿度が
低く涼しい、比較的過ごしやすい気候に恵まれています。 市内
には、マイクロソフトやアマゾン、スターバックス等の世界的企
業の本社が集積しており、またシアトル・マリナーズの本拠地で
あるT-Mobileパークも街の活気を象徴する存在です。 晴天の
日には、市南部にそびえるマウント・レーニアを一望することが
でき、自然と都市が調和した魅力的な街だと感じています。

私の所属する研究室は約15名が在籍し、それぞれが担当する
プロジェクトを持ちながら、互いに協力し合って研究を進めて
います。 週に一度の全体ミーティングやPIとの個別ミーティン
グを通じて研究の進捗報告を共有しているほか、周囲にはタ
ンパク質工学、ヒト免疫マウス、バイオインフォマティクスなど
多様な分野の専門家が集まっており、日々活発な議論や共同
研究が行われています。 また、米国内にとどまらず、英国をは
じめとする世界各国の大学や企業とも密に連携しており、国際
的な研究環境の中で多くの刺激を受けています。 現在は、次
世代T細胞療法の開発を自身の研究テーマとして、周囲の支援
を受けながら研究を進めています。

最後になりますが、このような貴重な留学の機会をご支援して
くださいました上原記念生命科学財団の関係者の皆様に、心
より感謝申し上げます。 医師として、また研究者として、日本の
医療そして生命科学の発展に貢献できるよう、今後も研鑽を重
ねて参ります。
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Salk Instituteでの新たな
挑戦のはじまり

シアトルでの留学生活

←研究施設の外観 ←ソーク研究所の夕日
　建物はルイス・カーンのデザインで、建築ファンが
　毎週見学に訪れています
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